
 

４                                                  １ 

土浦市 市長公室 行革デジタル推進課 行政経営係 川中・福田 

電 話 029-826-1111 内線 2384 （平日：8:30～17:15） 

 

 

設問３ あなたの性別をお答えください。（選択肢の記号から１つ選んで○をつけてください。） 

ａ. 男性 ｂ. 女性 ｃ． 回答しない 

 

設問４ あなたの年齢についてお答えください。（選択肢の記号から１つ選んで○をつけてください。） 

ａ．１０歳代 ｂ. ２０歳代 ｃ. ３０歳代 ｄ. ４０歳代 

ｅ．５０歳代 ｆ. ６０歳代 ｇ. ７０歳代以上 

 

設問５ あなたの職業をお答えください。（兼業の場合は主とする職業を選択肢の記号から１つ選んで○をつけ

てください。） 

ａ. 会社員    ｂ. 公務員     ｃ. 自営業   ｄ. パート・アルバイト 

ｅ. 学生     ｆ. 家事専業    ｇ． 無職    ｈ. 農林水産業 

ｉ. その他（                                                    ） 

 

設問６ あなたの住んでいる地区をお答えください。（選択肢の記号から１つ選んで○をつけてください。） 

ａ. 一中地区   ｂ. 二中地区   ｃ. 三中地区   ｄ. 四中地区 

ｅ. 五中地区   ｆ. 六中地区   ｇ. 都和中地区  ｈ. 新治地区 

ｉ. わからない 

 

設問７ あなたが通勤または通学している場所をお答えください。（選択肢の記号から１つ選んで○をつけてく

ださい。） 

ａ. 土浦市内   ｂ. 土浦市外（県内）    ｃ. 土浦市外（県外） 

ｄ. 通勤・通学していない（自営業・家事専業・無職） 

 

設問８ あなたの土浦市（旧新治村も含めて）での居住年数をお答えください。（選択肢の記号から１つ選んで

○をつけてください。） 

ａ. １年未満       ｂ. １年以上５年未満   ｃ. ５年以上１０年未満 

ｄ. １０年以上２０年未満 ｅ. ２０年以上３０年未満 ｆ. ３０年以上４０年未満 

ｇ. ４０年以上 

 

 

 

対象10施設の選定方法や配置方針（素案）の策定方法のほか、土浦市内の公共施設全般に関して、何かご意

見がございましたらご自由にお答え下さい。（回答欄に書ききらない場合は、別紙でのご回答も可能です。） 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

お手数ですが、令和４年 月 日（ ）までに 同封の返信用封筒に入れてポストに投函または、Ｗ

ｅｂによる回答（いずれか一つのみ）をお願いいたします。 

なお、この調査票に記載されている「施設の配置方針（素案）」については、現在、市で検討している内容で

あり、今後、このアンケート調査結果などを参考に、さらに検討を進めてまいります。 

土浦市公共施設等再編・再配置に関するアンケート調査 

  

市民の皆様には、日頃より、市政にご理解とご協力を頂き、心より感謝申し上げます。 

今年度、土浦市では、令和３年度に策定した「土浦市公共施設等総合管理計画（改訂版）」に定める、公

共施設の施設量や施設配置の適正化を推進するための実行計画として「土浦市公共施設等再編・再配置計

画」を策定することとなりました。 

この計画は、「土浦市公共施設等総合管理計画（改訂版）」において示した、適切な改修・更新等の考え

方に基づき、施設類型を横断した複合・集約化など改修・更新の全体最適化を図っていくためのもので

す。 

今年度策定する計画では、「土浦市公共施設等総合管理計画（改訂版）」で位置づけた全188施設の中か

ら、築40年が経過し、今後の施設の方向性を早急に検討する必要がある10施設を抽出し、それらの施設

について、様々な視点から検討を行った上で、今後の施設の方向性を示していきます。 

その中で、実際に公共施設をご利用いただいている市民の皆様のお考えやご意見などをお伺いし、より

よい公共施設のあり方を検討していく参考とする必要があると考え、このアンケート調査を実施させて頂

くこととなりました。 

大変お忙しい中、誠に恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますよう

お願いいたします。 

なお、この調査は、市内にお住いの18歳以上の方からランダムに抽出させていただき、3,000人の方を

対象として実施しています。 

令和４年８月 

土浦市長 安藤 真理子 

 

 

 

① ご回答はできるだけご本人がお答えください。ただし、おひとりで回答が難しいものは、ご家族と

相談してお答えください。 

② お答えは、当てはまる番号に○を、また（  ）内には具体的な内容をご記入ください。 

③ ご記入は、鉛筆、ボールペンなどではっきりとお書きください。 

④ 本調査は無記名式ですので、ご回答者様のお名前を記入していただく必要はありません。 

 

返送方法は、回答用紙への記入後に同封の返信用封筒に入れてご返送いただくか、スマートフォンやタ

ブレット等を利用したＷｅｂからの回答が可能です。（どちらか一方の方法でご回答ください） 

１．郵 送 の場合 

お手数ですが、記入後の回答用紙を同封の返信用封筒に入れて、 月 日( )までに投

函してください。（切手は不要です） 

 

２ ． Ｗ ｅ ｂ の場合 

スマートフォン等から、右の二次元コードを読み取り、 

表示される画面に従ってご回答ください。 

ＰＣの場合はこのURLからアクセスをお願いします。 

URL: https://・・・・・・ 

【お問合せ先】 調査について、ご不明な点等がございましたら下記にお問い合わせください。 

 

 

あなた自身のことについてお答え下さい 

≪Web回答用≫ 

ご回答にあたってのお願いと注意点 

その他（自由意見） 

資料４ 



◎対象10施設の配置方針（素案）

配置方針（素案）

築50年近く経過していることから、建物が老朽化しており、また耐震性がありません。
施設は4階建てにもかかわらずエレベーターが無く、利用状況に対し施設が大きすぎること、市内の他施設で受入れが可能
な利用者数であることなどから、施設を閉館し、近隣施設に機能を移転することが妥当と考えています。

a b c d e

現在、中学校地区ごとに公民館が設置され、社会福祉協議会の支部や地区市民委員会など地区ごとの機能もあることから、
１地区のみ廃止するのは困難です。また、現時点では、近隣施設との複合化も難しいことから、施設を長寿命化するため改
修を行うことが妥当と考えています。

a b c d e

青少年の宿泊共同生活のための施設ですが、学校の宿泊学習では利用されていません。
施設の稼働率が低いことや、施設の老朽化状況のほか、敷地は借地のため借地料が掛かっていることから、施設の閉館が妥
当と考えています。

a b c d e

当初、市が設置したものの、主に地元町内の団体が利用しており、実質的に地域の集会場と同じ用途であることから、実施
時期や方法など地元の意向を確認の上、地元への譲渡（移管）が妥当と考えています。 a b c d e

レストラン、売店、バーベキュー場といった提供サービスの内容を鑑み、民間事業者の資金・ノウハウを活用した施設整備
により、財政負担を軽減しつつサービスの向上を図る方法を検討することが妥当と考えています。 a b c d e

中小企業に働く青少年（15～35歳）の健全育成と福祉の増進のための施設ですが、当初の設置根拠が失われていることや、
施設の利用者数は少なく、市内の他施設で受入れが可能な人数であること、また建物の老朽化状況、体育館に耐震性が無い
ことを踏まえ、施設の閉館が妥当と考えています。

a b c d e

現在の利用状況などから施設の集約は可能ですが、施設の劣化状況を勘案しながら、３つの老人福祉センターと、類似施設
である新治総合福祉センターとふれあいセンター「ながみね」の５施設でのサービスのあり方や適正配置を検討することが
妥当と考えています。

a b c d e

発達に支援を要する子どもの施設で、一定の利用があります。現在、保健センターで実施している、ことばの教室、早期療
育相談を療育支援センターと同一の建物に集約することで、利用者へのサービス向上や業務の効率化を図ることが妥当と考
えています。

a b c d e

知的障害者の通所施設で、一定の利用者がいることから、今後も施設は存続していく必要があります。
利用者数の推移を見ながら、同一施設で隣接するつくしの家への移転・集約を図ることが妥当と考えています。 a b c d e

主な利用内容は、証明書交付や税の納付ですが、コンビニエンスストアや金融機関で対応が可能です。他の支所・出張所と
比べると利用者が著しく少ないことから、代替機能の確保も検討しつつ、施設の閉所が妥当と考えています。 a b c d e

設問１：上記「対象10施設の配置方針（素案）」について、ご自身のお考えに最もあてはまるものを１つ選び、番号に○印をつけてください。

　　　　なお、２を選んだ方で、ご提案のある方は、選択肢右側の「ご提案内容欄」にお書きください。また、３を選んだ方は、その理由の□にレ印をつけてください（複数回答可）

　　　　　１．この考え方の方向性で進めてよい

　　　　　２．一部修正の上、進めてよい

　　　　　３．現状維持がよい

　　　　　４．分からない

設問２：対象10施設を利用したことがありますか？最も当てはまるものを１つ選び、上表の右側のａ～ｅに○印をつけてください。【ａ.週に数回　ｂ.月に数回　ｃ.年に数回　ｄ.過去に数回　ｅ.利用したことがない】

対象施設

生涯学習館

四中地区公民館

青少年の家

荒川沖東部地区学
習等供用施設

レストハウス水郷

勤労青少年ホーム

老人福祉センター
「湖畔荘」

療育支援センター

つくし作業所

上大津支所

　回答にあたり、別紙の参考資料をご覧いただき、「土浦市公共施設等再編・再配置計画」の概要・策定方法や、土浦市の公共施設が置かれている状況をご理解いただいた上で、下記に示す、設問１・設問２をご回答ください。
　また、次ページの設問３～設問８について、あわせてご回答ください。

設問２：これまでの
　　　　施設利用状況
（１つ〇をつけて
ください）

対象10施設の「配置方針（素案）」について、あなたの考えをお答えください

ご提案内容を欄内にご記入ください。

２を選んだ方

3を選んだ方

３を選んだ方は、その理由を下記から選び、□にレ印をつけてください（複数回答可）

　□利用したい貸室などの予約が取りにくくなるから

　□将来世代への財政負担が軽減されるとは思えないから

　□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【利用状況等判定のフロー】

2 3

　４、同種施設を含めたサービスのあり方

　　　同様のサービスを提供している他の施設を含めたサービスのあり方を検討しました。　　　

　１、「土浦市公共施設等総合管理計画（改訂版）」における施設配置・運営の方針

　　　公共施設の適切な維持管理や適正な配置を実現するための基本計画に基づき検討しました。　　　

　２、利用者アンケートの結果

　　　対象施設及び関連する施設について、利用者の属性、利用状況や利用頻度等を把握する
　　　ためのアンケートを実施しました。

　３、建物性能・利用状況等調査
　　　耐震性の有無や劣化状況といった建物の性能のほか、設置目的や利用状況等について、

　　下記のとおり3段階の判定を行いました。

○次の１～４を踏まえ、配置方針（素案）を策定しました。

機能が必要

現位置に必要 必ずしも現位置に必要ではない 活用できる 活用できない

必要性が薄い

集約等が不可 集約等が可能

長寿命化可能 長寿命化不可

市が担うべき機能としての必要性（設置目的・稼働率・コスト判定）
（１次判定）

現位置での必要性
（２ー①次判定）

公共施設以外での活用の可能性
（2ー②次判定）

長寿命化の可能性
（3ー②次判定）

集約・複合化・移転の可能性
（３ー①次判定）

長寿命化
建替え

(複合化検討)
集約・複合化・

移転
譲渡・貸付 用途廃止


